



MOONVIEWING IN A FOREIGN LAND 
FROM THE WORKS OF POETS WHO CROSSED THE SEA 
葉英樹
Through the examples of several fine poems in Chinese written 
by both Chinese and Japanese poets in the mid-to late-nineteenth 
century, this presentation considers the questions: how have poets 
admired the moon on foreign soil? How have they described what 
they felt? 
To these poets, the moon was a mirror reflecting the faces of 
people in their homeland. Poems written in Chinese about the 
moon might be regarded as an artistic medium linking the senti-
ments of people throughout the East Asian world of letters. An 
abundance of poems in Chinese were produced from the late Edo 
period to early Meiji period; they merit our attention in that they 
played an important historical role as expressions in a common, 
international language. I hope to continue to research them as a 
precious vein of ore in the history of early modern and modern 
Japanese literature. 
*YEH Ying-shu 南開大学大学院博士課程。その問、東京大学大学院に留学。早稲田大学卒業。













































































































































































































































































































① 島田久美子注『黄遵憲j （中国詩人選集二集15、）岩波書店、昭和43年、 P.76を参照。なお、引
用するに当たり、訳文に若干手を加えた個処がある。以下向。
② 向上、 P.75～76 
③芳賀徹 f大君の使節 幕末日本人の西欧体験』、中公新書、昭和43年、 P.174～175から引用。
④ 張徳勢『欧美環準記』、湖南人民出版者、 1981年、 P.114
⑤ 川口久雄編『幕末明治海外体験詩集』、昭和59年、巌南堂書店、 P.57 
⑥富士川英郎『鳴僧庵詩話江戸後期の詩人たち』、麦書房、昭和41年、 P.4～ 6、或いは、中
村真一郎 f江戸漢詩j、岩波書店、 1985年、 P.5～15を参照。
⑦ 入谷仙介『近代文学としての明治漢詩J研文選書、 P.136～137を参照。
⑧ 王紙、 f扶桑瀞記J、岳麓書社、 1985年、 P.380～533 
⑨実藤恵秀 f大河内文書j
⑬ 同注⑦、 「第四章、異邦人として」 P.117～144を参照。
⑪ 同注⑤ P. 734 
⑫ 同注① P. 74。島田氏は読み下し文で「只だ尋常に媛しば円欠けす」と訳されているが、 「数」
はやはり動調と見倣した方がより自然だと思います。
討議要旨
まず、小西甚一氏が阿倍仲麿の有名な望郷歌「天の原ふりさけ見れば春日なる三笠の
山に出でし月かもjを挙げられ、自らの留学体験を語りつつ平安朝以来、このテーマの
詩が繰り返し詠まれ、どれほどの新意が加えられたかを検討する必要がある、 と指摘さ
れた。次に、小沢正夫氏から「季語が自由な発想を邪魔していることはないだろうか。 J
との質問があり、発表者は「日本人は定型に縛られながらも、土地土地の風物をありの
ままに詠もうとしているが、一般に清末当時の中国の詩人たちは中華の意識があって、
日本人が定型に縛られる以上に型（勧脚、対伎など）をモットーとし、自由な発想を妨
げているように思う。」と答えられた。
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